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■わが国の合計特殊出生率の推移

親
も
学
ば
ん
と

　
　

良
か
子
に
育
た
ん
と

来
海 

恵
子 

議
員

坂
本 

武
人 

議
員

「
子
育
て
支
援
」

　
　

に
明
確
な
目
標
を
！

笑顔あふれる家庭が一番！

かえでの森こども園

坂
本　

合
併
を
し
て
早
や
６
年
半
、「
子
育

て
支
援
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
基
本
政
策
に
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
新
市
誕
生
の
際
、
な

ぜ
子
育
て
日
本
一
を
目
指
す
と
し
た
の
か
、

改
め
て
そ
の
理
由
を
確
認
し
た
い
。

市
長　

私
が
就
任
す
る
以
前
の
こ
と
で
あ

る
が
当
初
執
行
部
に
確
認
し
た
際
に
は
、

旧
町
間
の
合
併
協
議
会
で
提
言
さ
れ
た
指

針
で
あ
り
行
政
側
が
主
導
し
た
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
。
私
自
身
に
お
い
て
は

「
未
来
輝
く
産
業
定
住
拠
点
都
市
」
と
い

う
本
市
最
大
の
眼
目
を
達
す
る
た
め
、
子

育
て
支
援
強
化
に
よ
り
若
い
世
代
の
方
々

に
市
内
へ
の
転
入
・
定
住
を
促
し
人
口
増

を
狙
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
目
的
は

明
ら
か
で
あ
り
理
由
だ
と
考
え
て
い
る
。

坂
本　

合
併
の
理
由
自
体
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
社
会
保
障
費
の
急
増
を
抑
制
す
る

こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
り
、
子
育
て
支

援
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
生
産
年
齢
人
口

層
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
高
齢

化
率
の
平
準
化
に
寄
与
す
る
と
い
う
狙
い

が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
子
育
て
支
援
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
標
榜
し
た
真
意
は

人
口
動
態
の
是
正
、
少
子
化
対
策
で
あ
る

と
言
え
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
、
本
市

の
既
存
の
計
画
に
合
計
特
殊
出
生
率
及
び

転
入
定
住
世
帯
数
に
関
し
て
の
具
体
的
目

標
数
値
が
存
在
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
少

子
化
対
策
と
実
際
の
子
育
て
支
援
施
策
が

互
換
し
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。
今
後
、

子
育
て
政
策
の
方
針
と
し
て
所
謂
、
児
童

福
祉
と
少
子
化
対
策
は
分
け
て
考
え
、
そ

れ
ぞ
れ
目
標
を
設
定
し
目
的
管
理
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
く
ご
提
案
申
し
上
げ
る
が

見
解
や
如
何
に
。

市
長　

短
い
合
併
協
議
の
時
間
の
中
で
子

育
て
支
援
に
対
す
る
明
確
な
目
的
が
詰
め

ら
れ
な
か
っ
た
経
緯
に
鑑
み
、
待
機
児
童

や
小
中
学
校
の
増
新
設
の
問
題
も
含
め
、

人
口
計
画
と
い
う
概
念
を
持
ち
な
が
ら
即

座
に
集
中
し
て
議
論
し
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。

来
海　

教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
家
庭

教
育
が
新
た
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
十
条
第
二
項
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
は
、
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
保
護
者
に
対
す
る
学
習
の
機
会
及
び

情
報
の
提
供
そ
の
他
の
家
庭
教
育
を
支
援

す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
は
、「
親

学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
発
達
段
階
に
よ
っ
て
、「
乳

幼
児
時
期
編
」「
小
学
生
編
」「
中
高
生
編
」

の
ほ
か
、
中
高
生
が
対
象
の
「
次
世
代
編
」

で
は
仲
間
づ
く
り
や
親
子
の
か
か
わ
り
方

な
ど
を
体
験
型
で
学
び
ま
す
。
合
志
市
も
、

是
非
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
目
指
し
て

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

教
育
審
議
員　

子
育
て
の
主
役
は
親
で

す
！
「
熊
本
親
の
学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は

子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
で
き
る
だ
け
身
近

な
話
題
か
ら
と
い
う
体
験
学
習
を
踏
ま
え

た
講
座
で
、
菊
池
教
育
事
務
所
の
社
会
教

育
主
事
が
進
行
役
に
な
っ
て
研
修
会
を
無

料
で
行
い
ま
す
。
菊
池
管
内
で
も
、
今
年

は
す
で
に
１,
0
0
0
人
の
受
講
が
あ
っ

て
お
り
、
是
非
、
合
志
市
で
も
全
て
の
学
校

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
・
就
学
時
健
診
・
地
区
懇

談
会
な
ど
多
く
の
保
護
者
が
集
ま
る
中
で

実
施
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
海　

家
庭
の
教
育
力
向
上
、
子
ど
も
た

ち
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
に
は
、
教
育

委
員
会
と
子
育
て
支
援
課
・
健
康
づ
く
り

推
進
課
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
の
連

携
が
不
可
欠
と
思
い
ま
す
が
。

健
康
福
祉
部
長　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
幸

い
に
身
籠
っ
て
出
産
し
、
育
て
、
ま
た
自

分
が
親
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

機
会
あ
る
ご
と
に
行
政
が
親
御
さ
ん
た
ち

に
接
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
心
配
事
を
う
ま
く
受
け
止
め
、

教
育
委
員

会
と
連
携

し
て
子
育

て
の
し
や

す
い
市
に

な
る
よ
う

に
頑
張
っ

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。
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木
場
田
孝
幸 

議
員

庁
舎
の
一
元
化
と

　
　
　
　

防
災
対
策

木
場
田　

合
併
協
議
会
の
な
か
で
、
当
面

の
間
分
庁
方
式
で
、
と
な
っ
て
い
る
が
、

当
面
の
間
を
何
年
と
み
る
の
か
。
そ
ろ
そ

ろ
庁
舎
の
一
元
化
を
検
討
す
る
時
期
で
は

な
い
か
。

市
長　

当
面
の
間
を
ど
れ
だ
け
当
面
と
み

る
の
か
、
こ
れ
が
答
え
だ
と
い
う
の
は
、
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。職
員
の
一
元
管
理

に
正
直
苦
労
し
た
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
で

皆
様
が
情
報
を
ど
こ
か
１
箇
所
で
取
れ
る

と
い
う
の
は
、
大
き
な
要
点
だ
ろ
う
と
思

う
。庁
舎
を
建
て
る
、
建
て
な
い
、
増
改
築

等
、
全
て
今
白
紙
の
状
態
で
、
財
政
も
含
め
、

今
後
検
討
は
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

木
場
田　

7
月
の
豪
雨
時
の
対
応
で
、
職

員
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達
は
、
う
ま
く
行
っ

た
と
思
う
の
か
。

総
務
課
長　

職
員
の
召
集
、
伝
達
に
つ
い

て
は
、
各
局
、
課
の
配
置
体
制
表
も
作
成
し

て
お
り
迅
速
な
対
応
が
で
き
た
も
の
と
、

判
断
し
て
い
る
。
市
民
へ
の
情
報
伝
達
は

防
災
行
政
無
線
に
て
、
14
日
に
2
回
災
害

等
の
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。一
部
避
難
指

示
区
域
へ
の
伝
達
は
、
一
時
避
難
場
所
を

開
設
し
、
職
員
を
配
置
し
、
区
長
、
地
元
消

防
団
の
協
力
を
得
て
各
対
象
世
帯
を
訪
問

し
避
難
指
示
を
行
っ
た
。

木
場
田　

大
雨
は
11
日
の
夜
中
よ
り
降
っ

て
い
た
の
に
、
12
日
の
放
送
で
は
遅
す
ぎ

る
、
反
省
検
討
を
求
め
る
。ま
た
災
害
現
場

へ
の
職
員
並
び
に
公
用
車
に
、
市
職
員
と

判
別
出
来
る
よ
う
な
ベ
ス
ト
や
黄
色
の
回

転
灯
な
ど
を
、装
備
出
来
な
い
か
。

総
務
部
長　

提
案
の
市
の
名
前
を
入
れ
た

ベ
ス
ト
や
腕
章
、
公
用
車
へ
の
脱
着
式
の

回
転
灯
な
ど
整
備
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

庁
舎
の
一
元
化
に
つ
い
て

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の

　
　
　
　
　
　

対
応
に
つ
い
て

「
健
康
都
市
こ
う
し
」

職
員
の
健
康
管
理
は
大
丈
夫
?!

坂
本 

早
苗 

議
員

か
え
で
の
森
こ
ど
も
園

　
　
　
　

の
支
援
策
は
？

坂
本　

菊
池
恵
楓
園
内
に
か
え
で
の
森
こ

ど
も
園
が
開
設
さ
れ
た
が
、
通
園
す
る
こ

ど
も
は
少
な
い
と
聞
く
。
環
境
整
備
の
で

き
て
い
る
無
認
可
保
育
園
へ
の
支
援
は
で

き
な
い
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

認
可
外
保
育
施
設
活

用
事
業
で
市
が
入
所
、
保
育
料
の
決
定
を

行
い
、
30
人
程
度
の
受
け
入
れ
を
お
願
い

し
た
い
。
こ
の
事
業
は
継
続
し
て
い
く
。

坂
本　

保
育
マ
マ
事
業
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

グ
ル
ー
プ
型
の
保
育

マ
マ
事
業

を
無
認
可

保
育
園
２

か
所
で
実

施
予
定
。

3
歳
未
満

児
を
対
象

と
す
る
。

　
坂
本　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
研
修
会
は
正

規
職
員
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
臨
時
・
非

常
勤
職
が
44
％
も
占
め
て
い
る
現
状
で
は

職
場
の
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
全
員
の

研
修
参
加
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長　

臨
時
・
非
常
勤
職
は
残
業
や

苦
情
処
理
の
対
応
も
な
い
の
で
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
研
修
は
考
え
て
い
な
い
。

坂
本　

23
年
度
の
職
員
健
康
診
断
結
果
は

受
診
者
4
8
5
名
中
、
異
常
な
し
は
21
名
。

7
名
が
メ
ン
タ
ル
の
病
気
休
暇
中
。
職
員

の
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

総
務
課
長　

健
康
を
維
持
す
る
に
は
自
分

の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
。
今

後
は
職
員
の
健
康
に
対
す
る
意
識
改
革
を

促
し
て
い
き
た
い
。

坂
本　

今
年
は
ま
だ
一
度
も
衛
生
委
員
会

が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
が
。

総
務
課
長　

労
働
安
全
衛
生
規
則
で
は
義

務
付
け
で
は
な
く
、
努
力
義
務
と
な
っ
て

い
る
。
通
常
年
に
2
回
開
催
し
て
い
る
。

坂
本　

「
健
康
都
市
こ
う
し
」
を
掲
げ
、

住
民
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

市
長
は
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
な
の
か
。

市
長　

自
分
の
体
を
自
分
で
管
理
で
き
な

い
人
が
公
務
員
で
人
様
の
お
世
話
が
で
き

る
か
基
本
中
の
基
本
。
私
自
身
朝
か
ら
５

時
に
起
き
て
散
歩
し
て
い
る
。

合志
市


